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ゆ つ 

二階の 掃除 をす ませ、 緩く リ前 かけな ど をと つて 六 

畳に 出て 見る と、 お 針 子 はもう 大抵 皆 来て いた。 口々 

に、 ぞんざいに 師匠の 娘で ある 縫 子に 挨拶した。 縫 子 

は 襖 をし めながら ちょ つ と 上体 を かがめ 総体に 向 つ て、 

「お早う」 

と 答えた。 彼女 は 自分の 場所と 定 つてい る 地袋の 前に 

坐った。 針箱 や 縫い かけ を 入れた 風呂敷 づ つみな ど、 

お 針 子の 誰かに よ つ て ちゃんと 座布団の 前に 揃えられ 

ていた。 然し、 直ぐに 包み はとかず、 縫 子 は 傍で かん 



て あるの よ。 —— 千代 乃さん のお 母さんて、 ほら —— 

云つ ちゃ 悪い けれど 随分 あれでしょう？ だから 見て 

貰いた くって 仕様がな いのよ —— ああい ぅ処を …… 」 

米が 同情と 羨望 を こめて 眩いた。 

「千代 乃さん こそい い 面の 皮ね」 

しばらく 

—— 皆が 暫時 沈黙した。 やがて 内気で 年若な のぶが、 

「千代 乃さん 綺麗 だって？」 

と H ヽ 」 こ。 

「綺麗だった わ」 

「島 田？」 

「そうよ」 



とがら がら 云って、 皆 を 笑わせた。 

「_ —— でも 千代 乃さん もこれ から は 今迄の ように 行か 

な いわねえ、 うちの 姉さん 見た つて わかる わ」 

米が しんみり 云い 出した につれ て、 二十 前後の 娘た 

ち はてんで に 嫁に 行く のがい いか、 養子が いい かとい 

う 議論 を 始めた。 次第に 熱中し、 実例 を 出したり、 噂 

の 又 噂 をしたり して 盛に 自分の 言葉 を 朋輩に 信じさせ 

ようとす る、 興に 乗った 様子 を 縫 子 は 火鉢のと ころ か 

ら ぼんやり 眺めて いた。 縫 子 はよ く 何も 手に つかず ぼ 

ん やりして いる ことの 多い 娘であった。 左の 人指し指 

と 薬指と に 白金 巾の きれつ 端で ちょ いちょい と 繃帯し、 



として は 珍しい 女であった。 彼女 はた だ あまり 平らか 

な 気持す ぎて 縫 子の ， J と を 話す ので さえ どこ やら 永年 

世話した お 針 子の 一 人の ことで も 話す と 同じよう なと 

ころがあった。 

翌日、 縫 子 は 思いがけない きっかけで 床 を 離れる こ 

とに なった。 

四時 頃 登 美が 学校から 帰って来た。 

「あら、 姉さん まだ 寝て るの」 

制服 姿で、 母親の なみに 似て 色 こそ 黒い が 釣合の よ 

い 体つ きで 荷物 を 机に 置いた。 

「お起きなさい よもう。 —— どこも 悪 いんじゃな いん 



如何にも 好物 を 嬉しそうに 抱え込んで いると、 ガラ 

リと 格子が 開いた。 おやと 登 美が 箸 を 止め、 出て 行 こ 

うとす る 間もなく 続いて 境の 唐紙が 一 気に 開かれた。 

「や あ 今日は、 何 だ、 縫ち やん どっか 悪い の」 

和服で 立った の は 従兄の 英輔 であった。 

「いやな 英 兄さん、 びっくり したわ」 

登 美 は 改めて、 

フ J ん にち は」 

と 少女ら しい 挨拶 をした。 

「どうしたの、 悪い の」 

縫 子 は、 鼻のと ころまで 夜具の 衿 を 引上げ、 赧 くな 



に 父親の 勘次郎 となみ。 登 美が その 次で 縫 子 は 英輔と 

隣り合わせであった。 

「おりる おりる、 こんな 変て こな 札つ かまされて 出ら 

れる もんか」 

すると、 縫 子が、 

「じ や 見て 貰おう つと。 ね、 どう この 手 —— 大丈夫？ 

—— 仕様がない でしよう」 

両手に 札 を 扇形に ひら い て 持 つ たま ま 膝 をく ずして 

英輔の 方へ さし 出した。 

「そうね え —— ^ J のかげ が あり や 素敵 だ が —— 」 

英輔は 勢よ く、 



こ M ヽ 」こ0 

{ 司レ i/ 

r 英 兄さん どんな 人が すき ？ 」 

「さあね、 どれ もす き」 

「本当 は？ あ、 この 人 はどう」 

口で 冗談 云いながら、 英輔が 眼で は 割合 一 心に 見る 

のが 縫 子に 感じられた。 彼女 は 無関心 そうに 南京豆 を 

罐に 戻し 始めた。 

「英 兄さん、 どんな 奥さんが よくて。 —— ハイカラな 

人？」 

「ハ ハハハ 単刀直入 だね 登 美つ ぺは。 —— 田舎つ ベえ 

は 御免 だよ」 



「『まず 御免な せえ まし』 そこへ 入り込んで、 どっかと 

胡 坐 を かいて 黒い 頭巾 を 投げ出し たの は、 なるほど 裏 

宿の 七兵衛 でありました」 

「ちょっと、 そこに 縫 ちゃんい ます か」 

爪 を 剪りながら 大した 感興 もな く、 油の のった 来の 

声 を 聴いて いた 縫 子 は、 小 鉄 を 置いて 襖 を あけた。 茶 

の 間に 行って 見る と、 水口から 茶色の スゥ エタ ァに 

ズボン 

洋袴 をつ けた 勇が 帰って 行った ところであった。 縫 子 

は 黙って 長火鉢の 向う側に 来て 蹲んだ。 

「困つ ちまう わね、 山 科さん ところ、 また 一 騒動した 

んで すって さ I 



縫 子 は、 灰 をい じくりながら 唇 を 歪めた。 

二 ニニ 日 頼みたい つて 云 うんだ けれど —— どう？ ど 

うせお 裁縫 も 間 だしす るから 行って あげな さいな」 

縫 子 はつい 先日、 今 泉の 細君の 義理の ある 家で 手不 

足 だとい うので 頼まれ、 十日 もい やな 思い をして 手 

伝って 来たば かりであった。 

「また 別な ところじゃありません か。 それに その 

皸で 家に いたってお 洗濯 一 つ 出来な いんだ もの。 I 

I」 

「 」 

暫く 黙って 長火鉢に 拭 布 を かけながら、 やがてな み 
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